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2JP－12 調理済み・半調理済み食品の利用実態

－19 8 4、19 9 0、19 94年の変化一

広島中央女短大　○大下市子　　大阪成蹊女短大　山本友江

食　　物

　　　　　　山口女大家政　　　足立蓉子

目的　近年、家庭における食生活の状況も大きく変化している。食生活の変化を知る指標
のーつとして調理済み・半調理済み食品の利用について、調査対象者を40、50歳代の主婦

に絞り、1984、1990、1994年の３時点でアンケート調査を行った。

方法　調査時期:1984、1990、1994年６～７月　調査対象者:大阪府吹田市周辺、広島市

周辺、山口県在住の40、50歳代主婦　調査項目：生活概況、食事状況、調理済み・半調理

済み食品（惣菜15種、冷凍食品10種、レトルト食品５種、インスタント食品４種、持ち帰

り食品５種、配達（ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ）食品１種、電子レンジ専用食品２種　合計42種、1984年につ

いては合計30種）の利用　有効回答数（回収率%）:1984年445部(69.0!i;)、1990年594部

　（63.6X）、1994年511部（64.05;）
結果　1984、90、94年の３時点で調査を行った30種の食品の中で、利用の変化がないのは

持ち帰り寿司・冷凍ハンバーグ・インスタントスープの３種であった。84-90年の利用が

増加している食品は、惣菜肉類・冷凍鮫子・冷凍ハンバーグ・持ち帰りハンバーガー等の

洋風の食品が多かった。一方、90-94年に利用が増加している食品は、惣菜きんぴら・惣

菜酢の物・惣菜煮しめ等の和風の食品が多かった。また、90年調査時からの追加食品（12

種）のうち９種は、利用率の増加が認められた。
　さらにこれらの食品の利用について、生活概況（居住地域・就業の有無・世帯形態等）、

食事状況（調理時間・外食状況等）の影響を検討した。

2JP-13 調理済み・半調理済み食品の利用状況とイメージ
　ー新潟と東京の比較一
新潟大教育○高橋洋子、奈良女大生活環境勝田啓子

　目的：　平成2年6月、調理済み・半調理済み食品の利用状況とイメージを尋ねるアンケ

ート調査を大阪・広島・山口・新潟で行ったところ、新潟は全般にマイナスイメージカ侈
いなど、他の3地域と異なる傾向力個められた。その要因を探るため、今度は新潟と同じ東

日本にある大都市を比較対象として、同様の調査を行うこととした。

　方法：　市販のそう菜、持ち帰り食品、冷凍食品、インスタント食品、レトルト食品の
5食品について、代表的な品目を数種ずつ示し、品目毎の使用頻度を尋ね、＜使用しない→

O点、月1～2回使用→1点、週1～2回使用→4点、週3～4回使用→8点＞として点数化した。

イメージは、食品毎に、便利度・味・値段・品質衛生・汎用性・好感度の6項目について、

－0点から＋3点までの7段階で採点してもらった。調査は郵送法で行い、時期は平成5年7月、

対象は大学生の子をもつ母親とし、回答者数は新潟144、東京169であった。
　結果：　I.両地域の得点を平均値の差で検定したところ、‘次のような有意差か認められ

た。（Ｄ使用頻度；①新潟力頌i得点…そう菜の天ぷら･フライ類・コロッケ類・鮫子類、冷

凍食品のコロッケ類。②東京が高得点…そう菜の漬物類・煮豆類・佃煮類、持ち帰り食品

の寿司類・弁当類・ハンバーガー・フライドチキン。（2）プラスイメージ；①新潟が高得点

…そう菜の値段。②東京力塙得点…持ち帰り食品の値段・汎用性、冷凍食品の汎用性、レ
トルト食品の品質衛生・汎用性・好感度。　Ⅱ｡新潟は東京に比べ、就業主婦家庭および３

世代同居家庭の割合が有意に多かった。両地域において、専業主婦と就業主婦の間、２世

代家庭と３世代家庭の間で、使用頻度やイメージの一部に有意差が認められた。
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